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地質5j1jにみた地震動の強さを表す指標の距離減衰および
各指標聞の関係について
On attenuation models and relations between parameters 
of seismic intensity according to soi1 age 
村松幸則T、正木和明 tt 
Yukinori MURAMATSU and Kazuaki MASAKI 
Abstract: Strong motion records during the Yoro Earthquake on April 22， 1998 wereobserved 
at 298 sites by the strong motion network organized by Nagoya University. Parameters that indicate s巴lsmlC
intensity of 甜 ongmotion of ground surface such as maximum acceleration， maximum velocity， maximum 
displacement， Housner's spec甘alintensity S1 and JMA seismic intensity were calculated by FUKUWA et. al 
(1999). The atienuation models of these param巴terswere studied according to soil age at the sites. The 
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オンライン、または地震後の回収作業によって収集され
る。記録は名古屋大学先端技術共同研究センター内のサ























































































(沖積地盤) log α=-0.771og x +2.58:1:0.33 
(洪積地盤) logα=ー 1.321ogx +3.45:1: 0.22 
(第三紀地盤)logα=一1.311ogx +3.39:1:0.18 
(岩盤) logα=-l.OOlog x +2.89:1:0.25 
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0最大速度v(kine) と震央距離x(km)との関係
(沖積地盤) logv=一O巳471ogx+0.83土0.29 (2.1) 
u共積地盤) log v =-0.841og x + 1.22:t0.32 (2.2) 
(第三紀地盤)log v =-1.561og x +2.34:t0.21 (2.3) 
(岩盤) log v =-l.lllog x + 1.40:t 0.22 (2.4) 
(全地盤) logv=ー1.371ogx +2.01:t 0.22 (2.5) 
0最大変位d(cm)と震央距離x(km)との関係
(沖積地盤) log d =-1.l4Iog x +0.99土0.22 (3.1 ) 
(洪積地盤) log d =-1.351og x + 1.19:tO.22 (3.2) 
(第三紀地盤)log d =-1.601og x + 1.54:t 0.23 (3.3) 
(岩盤) log d =-1.291og x +0.85:t 0町21 (3目4)

















(沖積地盤) log v =0.811ogα-1.02:t0.17 (4.1) 
(洪積地盤) log v =0.90logα一1.31土0.14 (4.2) 
(第三紀地盤)log v =l.Ollogα-1.45土0.16 (4.3) 
(岩盤) log v =0.82Iogα-1.37:t0.16 (4.4) 
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(沖積地盤) logSI=0.99Iog v +0.08士0.05 (6.1) 
(洪積地盤) logSI=0.98Iog v +0.07土0.04 (6.2) 
(第三紀地盤)logSI=0.99Iog v +0.06土0.03 (6.3) 
(岩盤) logSI=0.98Iog v +0.05土O園田 (6.4) 






(沖積地盤) 1 =0.53Iogα+ 1.87:t0.53 
(洪積地盤) I =1.661ogα-0.02土0.29
(第三紀地盤) 1 =1.881ogα 一0.29土0.27
(岩盤) 1 =1.651ogα 一0.16:t0.30
(全地盤) 1 =1.771ogα-0.07:t0.36 
0計測震度Iと速度v(kine)との関係
(沖積地盤) 1 =1.721ogv+2.40:t0.21 
(洪積地盤) 1 =1.821ogv+2.42:t0.22 
(第三紀地盤) 1 =1.72logv+2.39:t0.19 
(岩盤) 1 =1.921ogv+2.56:t0.14 
(全地盤) I = 1.73 log v +2.41土0.24
5. まとめ
(7園1)
(7.2) 
(7.3) 
(7.4) 
(7.5) 
(8.1) 
(8.2) 
(8.3) 
(8.4) 
(8.5) 
1998年 4月22日の養老地震の強震動特性について考
察した。距離減衰に関してはかなりのばらつきが見られ
た。ぱらつきの程度は最大加速度、最大速度、最大変位
とも間程度で、あった。今回の地震は養老山脈直下で発生
した地震である。山脈の東には濃尾平野が広がっており、
一方西側には鈴鹿山地が広がっている。このような地盤
の非対称性の影響を受けているのかも知れない。
最大加速度と最大速度との相関は地盤の種類に関係無
く高かった。 S1値は最大加速度との相関も見られるが
最大速度との相闘が極めて強かった。これは、 S1値が
基本的に速度成分に関連する指標であるためであろう。
S 1値は、速度応答スベクトルを求めさらにこれを積分
しなければならず少々手聞がかかるので、最大速度で代
替しでも有用であろう。震度はもともと体感、物体の震
動形態、被害実態などから総合的に決定される強震動の
強さを評価する指標である。強さを概略的に表す指標と
して一般的に受け入れられているが、一方で物理的定義
は唆昧である。加速度成分、速度成分、変位成分さらに
周期成分をも含んでいる。計測震度と最大加速度との相
関を見ると比較的良好であるが、最大速度との相聞は強
い。速度成分が加速度成分と変位成分の中間的成分であ
ること、加速度が短周領域で優勢である一方変位は長周
期領域で優勢である。速度成分は中間的周期領域で優勢
である。いずれにしても、最大速度が計測震度と良い相
関を示すのは当然といえる。
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